
 

 

令和６年度第３回府中市障害者等地域自立支援協議会会議録  

 

■日 時：令和７年１月３１日（金）午前１０時  

■場 所：府中駅北第二庁舎 ３階会議室  

■出席者：（敬称略）  

＜委員＞  

山口真佐子、中川さゆり、長﨑昌尚、高橋美佳、原郷史、高橋史、  

麻生千恵美、荒畑正子、田中研二、清水孝子、松林宏、中村弘子、  

椛島剛之  

＜事務局＞ 

福祉保健部長、福祉保健部次長兼生活福祉課長、障害者福祉課長、 

障害者福祉課長補佐兼生活係長、障害者福祉課係長・主査（４名）、 

障害者福祉課事務職員（２名） 

＜日中サービス支援型グループホーム開設事業者＞ 

ソーシャルインクルー株式会社社員（３名） 

■傍聴者：なし 

■議 事： 

１．協議事項  

日中サービス支援型グループホームの新規開設について  

【資料１－１～６】  

２．前回会議録の確認について        【資料２】  

３．報告事項  

（１）運営会議からの報告          【参考資料１】  

（２）相談・くらしの部会からの報告     【資料３】  

（３）地域移行部会からの報告        【資料４】  

４．市長答申について            【参考資料２・３】  

５．その他  

■資 料： 

【事前配付資料】 

資料１－１～６ 日中サービス支援型共同生活援助の新規開設に係る

資料 

資料２     令和６年度第２回府中市障害者等地域自立支援協議

会会議録（案） 

資料３     令和６年度相談・くらしの部会最終報告 

資料４     令和６年度地域移行部会最終報告 



 

 

参考資料２   相談・くらしの部会の検討結果について（答申書

案） 

参考資料３   地域移行部会の検討結果について（答申書案） 

【当日配付資料】 

次第 

席次表 

参考資料１ 令和６年度運営会議最終報告 

その他参考資料 

・相談・くらしの部会くらしや将来に関するアンケート調査票 

・相談・くらしの部会くらしや将来に関するアンケート調査結果 

・地域移行部会地域移行に関するアンケート調査票 

・地域移行部会地域移行に関するアンケート調査結果 

・地域移行部会精神科病院地域移行アンケート調査票 

・地域移行部会精神科病院地域移行アンケート調査結果 
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議事 

 

■事務局 

皆様おはようございます。定刻となりましたので、令和６年度第３回

府中市障害者等地域自立支援協議会を開会いたします。本日はお忙しい

中お集まりいただき誠にありがとうございます。それでは、会長お願い

いたします。 

 

■会長 

 皆様お寒い中、本当にご多忙の中、お集まりいただきましてありがと

うございます。それでは、第３回府中市障害者等地域自立支援協議会を

始めてまいります。今年度最後ということになります。議題もたくさん

ありますので、どうぞご協力の程よろしくお願い申し上げます。本日の

会議ですけれども、おおむね２時間程度を予定しております。それから

事務局に確認をいたします。傍聴の申し出の状況はいかがでしょうか。 

 

■事務局 

 本日傍聴を希望される方はいらっしゃいません。 

 

■会長 

 では、次に進みたいと思います。委員の皆様の出席状況について、事

務局から報告をお願いいたします。 

 

■事務局 

 本日の委員の出席状況ですが、委員１８名のうち４名から欠席のご連

絡をいただいておりまして、本協議会規則第１４条第２項に規定する定

則数を満たし、会議が有効に成立しておりますことをご報告いたします。 

 

■山口会長 

 ありがとうございました。続いて資料の確認をお願いいたします。 

 

■事務局 

 まず、お手元の資料の確認をお願いいたします。初めに「席次表」と

会議の「次第」がございます。次に事前に郵送またはメールで送付して

おります資料の１―１から１―６といたしまして、「日中サービス支援

型グループホームの新規開設に係る資料」、資料２「令和６年度第２回府
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中市障害者等地域自立支援協議会会議録（案）」、資料３「令和６年度相

談・くらしの部会最終報告」、資料４「令和６年度地域移行部会最終報告」、

参考資料２「相談・くらしの部会の検討結果について（答申書案）」、参

考資料３「地域移行部会の検討結果について（答申書案）」を事前に送付

させていただいております。また本日机上にご用意させていただきまし

たものとして参考資料１「令和６年度運営会議最終報告」、その他参考資

料として、答申書作成にあたり各部会ごとに昨年度実施いたしましたア

ンケートの調査票及び調査結果を置かせていただいております。不足等

ございましたら、挙手によりお知らせいただければと思います。以上と

なります。 

 

■会長 

 ありがとうございます。 

 

１．日中サービス支援型グループホームの新規開設について 

 

■会長 

 それでは早速次第に従いまして、本日の議題に入っていきたいと思い

ます。まず協議事項として次第１「日中サービス支援型グループホーム

の新規開設について」です。事務局よりご説明をお願いいたします。 

 

■事務局 

 まだ事業所の方からお話いただく前に事務局の方で簡単にご説明さ

せていただきます。令和８年２月開設予定で市内に日中サービス支援型

のグループホーム新規開設の計画がございます。日中サービス支援型の

グループホームにつきましては、国の基準により法人が自立支援協議会

に対してその運営方針や活動内容等を説明し、協議会による評価を受け

その内容を東京都へ提出することとされています。本日ソーシャルイン

クルー株式会社の皆様にご出席いただいております。お手元の資料１に

基づき、今回の概要をこのあと説明していただきます。本日の進行です

がこの後の議題も多いことがございますので、次第１については、概ね

長くて４０分程度の時間の中で質疑やご意見頂戴出来ればと思います。

また後日ご意見等ございましたら、事務局の方で受け付けたいと思いま

すので、２月１０日の月曜日までに事務局宛にメールでご連絡いただけ

ればと思います。会議が終わりましたら、事務局の方からご案内のメー

ルをさせていただきますので、何かございましたらそちらの方に返信し
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ていただければと思います。以上です。 

 

■会長 

 それでは、ソーシャルインクルー株式会社の皆様、ご説明の方よろし

くお願いいたします。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

 皆様おはようございます。本日はよろしくお願いいたします。開発の

担当と運営の方の責任者も一緒にお伺いさせていただいております。簡

単な概要は私の方から説明させていただいたあと、質疑いただけました

らそちらご回答させていただくという形で考えておりますので、よろし

くお願いいたします。すみません。着座でお話しさせていただきます。

まず、こちらの来所時相談シートＡ４サイズの１枚のものになります。

まず、こちらから概要をお話しさせていただきます。我々ソーシャルイ

ンクルー株式会社と申しまして、全国で約３００施設の障害者グループ

ホームを運営している会社です。本社は東京の品川に構えておりまして、

こちらの内容のとおりになっていくのですが、概要としては日中サービ

ス支援型のグループホームというところで、知的・身体・精神の３障害

を対象としております。区分については中・重度の方ということで３・

４・５・６の方を対象としております。基本的には建物は１ユニット１

０名の２階建てで２０名。短期入所室を各１部屋付けておりますので、

合計２２部屋という規模のものです。我々としては、お住まいで困って

いる障害者がゼロの社会を作るという企業理念を基にグループホーム

開設をしております。全国的にグループホームの供給が不足する中で、

入所施設の新規開設が出来なくなったというところでニーズはどんど

ん高まっていると考えております。また現状の将来の住まいや、親亡き

あとのホームとしてのグループホームをご希望される方の声をたくさ

んいただいているということもありまして、府中市の方でも障害福祉計

画を拝見させていただいたり、障害者福祉課とも話をさせていただく中

でそのニーズはあると考えておりますので、この場で開設に向けていろ

いろご教示いただきながら、進めていければと思います。簡単ではあり

ますが、我々の方は事業計画書という都に提出する際のものも作成して

いるのですが、こちらの内容に沿って進めていければと思います。本当

に簡単ではありますが、我々の会社の概要とやっていきたい日中サービ

ス支援型のグループホームというところをご説明させていただきまし

た。ご質問ご意見等ございましたら、お答えさせていただければと思い
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ますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 

■会長 

 よろしいですか。それでは今のご説明を受けて各委員の皆様から何か

ご質問ございましたらお願いしたいと思います。ご質問のある方は手を

挙げてお示しいただきますとありがたいのですが、いかがでしょうか。

はい。お願いします。 

 

■委員 

 ３障害の区分３から６までかなり重度の方が対象ということになっ

ていますが、医療的ケアに関してはどのような対応をされるのかお聞か

せください。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

医療行為というところで、ある程度医療の必要な方、バルーンが入っ

ていたり、インスリンの注射が必要であったり、そういった方の受け入

れに関して、例えば訪問看護を入れて、ある程度日中のグループホーム

の方には看護師は配置していないので、ある程度今まで使っていた訪問

看護や訪問診療、そういったものを組み立てて入れてご入居されている

ケースもありまして、それでも医療的な行為としてインスリンの自己注

射は打てないとか、看護師が常に在駐しないといけないような利用者に

関しては、こちらの府中市の計画では看護師が在駐していくようなグル

ープホームというと一般的に弊社の方で展開している日中のグループ

ホームになっていますので、一応群馬県、茨城県、栃木県の方には２４

時間配置ではありませんが、看護師が常勤で３６５日日中配置している

ようなグループホームもございますので、そういった医療行為が必要に

なってきたり、訪問看護の割合で対応出来ないような利用者が出てきた

りした場合は、そういった方に誘導させていただいて、生活環境を整え

ているような状況です。課題として痰吸引とか、気管切開とか、２４時

間の看護体制が必要になってきた場合はグループホームの運営上、そこ

までの方をまだ受け入れているような状況ではないので、そういった状

況になった場合はご本人の方でご入居出来そうな施設やそういった場

所を一緒に探して転居していただく形を取っている状況です。 

 

■委員 

 ありがとうございます。 
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■会長 

 どうぞ。 

 

■委員 

 医療的ケアは新設されるグループホームにおいては対応出来ないと

いうことはわかりました。私の方として伺いたいのは、強度行動障害の

ある方の受け入れはいかがでしょうか。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

 強度行動障害の利用者の方に関しては、私は弊社のグループホームの

埼玉県エリアと群馬県エリアを担当させていただいている中で、ある程

度ホームには強度行動障害の方も数名入居されているケースもありま

す。実際入居前に本人の状態、例えば他害がすごかったり、物損行為が

高かったり、そういった方の相談なども実際ありまして、ホームとして

受け入れられるかどうかというよりかは、入居されている利用者の状況

を見ながら共同生活の日中サービス支援型のグループホームの中で、生

活していけるかどうかを事前に対応を考えながら、入居が出来るのか、

出来ないのかという判断をするとか、あとは無料のトライアルというの

をうちのグループホームやっておりまして、これは体験の支給決定なし

で丸々１週間全部食事込みの状況で支援を出来るのかどうかというと

ころも含めて、１週間見た上で入居出来るかというところも判断してい

る状況です。あとは近隣の埼玉県の新座市にあるグループホームに関し

ては、完全に強度行動障害の方を受け入れているグループホームがござ

います。こちらは平均区分が５.３で５か６の強度行動障害の方のみを

受け入れているので、なかなか支援に課題は難しい部分もありますが、

しっかりとそういった方達をそちらのホームに関しては受けていくと

いうところで運営しておりますので、本当に利用者の方の状況次第とい

うことで考えております。 

 

■委員 

 ありがとうございます。では、現状においては府中に新設されるグル

ープホームにおいては強度行動障害の方に特化した構造や対応という

ものになっているわけではないということでしょうか。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

 追加で補足させていただきますと、ハード面の建物とか、仕様・設備
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というものに関しては、ある程度総合病院ではないですけれども、どの

障害でもある程度のお受けが出来るような設備を体制として整えてお

ります。先ほど乾の方からも説明があった通り、強度行動障害の方とい

うのは同じ強度行動障害の区分が付いていても、実際に支援の内容であ

ったり、特性であったり、かなり千差万別なところは皆様よくご存じだ

と思いますので、実際にそこの特性の部分と実際我々がベースとしては

総合病院的な総合的なハード面というのは整備をさせていただく。ただ

実際に管理者とか支援員、世話人というのは、ある程度これからの採用

というところもございまして、正直、施設管理者の力量にかなり左右さ

れる。新座とかは管理者が強度行動障害にかなり見識があって、しっか

りと支援出来る体制が取れているところと、弊社は３００施設あるので、

完全にそこが定量的に出来ているかというと、そうではなく若干グラデ

ーションが出るような形ではあるので、現状としては特化をする形では

ないですが、特化する可能性もありますし、そうではない可能性もある

というのが現段階での状況です。 

 

■会長 

 よろしいですか。 

 

■委員 

ありがとうございます。 

 

■会長 

 この資料を見ますと、入居予定者の障害支援区分が３・４・５・６と

なっていますから、中程度から重度の方の受け入れを主に考えていらっ

しゃるというところですね。あとは個別の相談になるということなので

すかね。いかがでしょうか。 

 

■委員 

 今の話で一つ、管理者をこれから募集するというふうなお話がここに

もそういうふうに書いてあったと思うのですけれども、ソーシャルイン

クルーで培ってきたそういった人達から選出されるのではなく、まだど

ういう人が来るかわからないという状況という今のお話だったかと思

うのですけれども。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 
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 新規開設に関して、まず半年前ぐらいに管理者の採用を府中の近隣で

採用させていただきながら、実際に面接していく中で、ある程度採用ラ

インというのが弊社の中にもございまして、その上、資格者といった管

理実績のある方というのを採用させていただきます。そこから既存の弊

社のグループホームにオープンまでの間勤務していただき、そこで管理

業務をしっかりと覚えていただくのと、あとは一人一人の障害特性にあ

った支援をというところでまず学んでいただきながら、オープンと同時

に経験が半年程度積まれた状態でスタートしていく。あとは近隣の弊社

の稲城市とか、八王子の方も含めたグループホームから２、３年程度勤

務している生活支援員やパートなども府中市の方にヘルプに出して、新

人の方と含めてしっかりと入って運営していこうと考えておりますの

で、全く経験がない状況で１からスタートというよりは、ちゃんと半年

前からそういった計画的に現場に入って、あとは近隣の従業員にヘルプ

に入っていただきながら開所していこうと考えておりますので、そうい

った形で進めていければと思います。 

 

■委員 

 ありがとうございました。あともう１つですけれども、私達は利用者

の方のグループホームとかを探す仕事をしているのですけれども、喫煙

が出来るかとか、Ｗｉ－Ｆｉがついているか、飲酒とか、そういうご要

望というのが結構ありまして、その辺りについても教えてください。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

 喫煙に関しては基本的にグループホームの中では難しいので、グルー

プホームの外に灰皿を置かせていただいて、基本的に喫煙の方は可能と

いうところと、あとは本数管理などいろいろなケースがあるかと思うの

でタバコとか、ライターとか、そういったものは事務所で管理させてい

ただいて、利用者の方が吸いたい時に渡して吸っていただくというとこ

ろで他のホームでは対応させていただいているのと、あとは喫煙と実際

に飲酒に関してはお酒を飲まれている方も実際います。ただ共同生活と

いうところで、飲みたくても飲めないケースとか、いろいろな方が入居

されていますので、飲酒する方に関しては部屋で飲んでいただくとか、

そういった形で対応しながら、グループホームで生活している方が多い

ところです。Ｗｉ－Ｆｉに関しては全館無料で飛ばしておりますので、

ゲームをやるので、すごく速いＷｉ－Ｆｉがほしいというような希望に

なってくると話は別ですが、ある程度ＹｏｕＴｕｂｅの動画とか、ネッ
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トでテレビを見るとか、そういった部分に関しては利用していただくこ

とは可能ですので、よろしくお願いします。 

 

■委員 

 ありがとうございました。 

 

■会長 

ありがとうございます。他にございますか。せっかくの機会ですので

何なりと。 

 

■委員 

 度々すみません。せっかくの機会ということなので、よろしいでしょ

うか。区分も中・重度の方を受け入れられるということと、３障害受け

入れられるというところで、同じフロア、同じ施設内で私が捉えるに障

害の種別によって支援の方法であったり、対応の方法であったり、人に

よってもですが、千差万別だと思うのですけれども、そこで働く世話人

の方は３障害の方に対応するスキル等々が必要になってくるのかなと

いうふうに思っておりまして、そこら辺の人材の確保、スキルの確保と

いうようなところは他のグループホームでも実践されていることとか

あると思うのですけれども、どういった感じでやっていくのでしょうか。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

 まず、スキルの部分に関しては、常日頃、勉強会というものを各ホー

ムで障害特性の研修といったものも開きながら、中には経験のある方や

全く未経験の方もいて、そういった会社の研修を利用しながら日々勉強

しながら、支援をしていっているというところと、実際にある程度、新

規ホームになってくると、右も左もわかりませんというスタッフも結構

いるので、そういったところも会社も早い段階で求人にもお金を掛けて

採用して、早い段階で既存のホームに入っていただきながら、ベテラン

のスタッフと一緒に実際に支援に入りながら覚えていっていただいて、

新規ホームの方でしっかりとレベルを積んだ方を配置しながら対応し

ている状況です。常日頃、勉強会や毎月ホーム会議を実施しながら利用

者一人一人の支援や会議を実施しながら、対応しているような形で進ん

でおります。 

 

■委員 
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 ありがとうございます。現場で働く介護の人材が不足しているといわ

れる昨今なので、人集めも大変かとは思いますが、頑張ってください。

本当に府中市に日中滞在型のグループホームがないこともそうですし、

私も相談に乗ってサービス調整する人間なので、その中でご本人だけで

はなくご家族もいろいろな思いを持ってグループホームに入居されて

いて、切実な思いを持って切羽詰まった状況も含めて利用に至るという

方達が多くいらっしゃるので、ぜひいいものを提供していただければと

思います。 

 

■会長 

 どうぞ。 

 

■委員 

 人材の確保の大変なところはあれですが、２２床に対してスタッフの

数はどのぐらいの数を考えていらっしゃるのでしょうか。 

  

■ソーシャルインクルー株式会社 

 しっかりとした配置体制を考えておりまして、まず最終的には２４時

間各フロアに２名ずつ配置して、４名体制で２４時間を回していくよう

な形で考えておりまして、スタッフの数としては社員が大体４名から５

名ぐらい。そのうちサービス管理責任者がいて、生活支援員が３名、そ

の他パートを採用させていただいて日中と夜勤で組むという形で、大体

２０から３０名近く、最終的にスタッフがしっかり配置出来た状況です

と２８から３０名近くになってくるというところです。本当に人手が足

りないホームになってくると２２名とかでホームを回しているような

状況もございますので、そこは実際に府中市の中で求人を出してみなが

ら、配置状況、求人の申し込み状況も含めて確認していこうと思ってお

ります。近隣の稲城や八王子のグループホームに関しては意外とスタッ

フはしっかり集まっていて、逆に府中に向けてのスタッフも確保しなが

ら現場に入っている状況でございますので、しっかり２８名近く配置出

来ているようなホームになっていますので、そこまで私は心配ないかな

と感じているところでございます。 

 

■委員 

 ありがとうございます。 
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■会長 

 他にございますか。 

 

■委員 

 少し利用者の立場から聞きたいことがあるのですけれども、日中サー

ビス型ということで、日中サービスはどういう形で個人的なサービスを

してくれるかと活動内容と、あとその時にどこかに行くとか、朝はこの

時間に起きるとか、食事を取りたいとかいっても土曜、日曜だったらや

ってくれないと思うのですよ。それはどういうふうに考えているかとか、

日中は通った時にお風呂は５時までということで、違う時間に入るのか

ということを少し聞かせてください。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

 ありがとうございます。ご家族からよくあるご質問があるので、一通

りお話しさせていただきますと、日中サービス支援型のグループホーム

の中で日中どういうことをしているのかというところで、本当に弊社と

してはスタッフを朝・昼・晩・夜中を含めて配置している形でございま

す。まず日中利用者の中にはもともと近隣の活動先に通われている方も

いらっしゃいます。日中就労先や生活介護に通っている方もいらっしゃ

います。中には毎週行ける方も毎日毎日行けない方、例えば週２、３回

行かれている方、いろいろなケースがあると思いますし、全く行かれて

いない方もいらっしゃいます。全く行かれていない方に関しても実際に

グループホームの中で何か毎日作業をするというわけではなくて、まず

スタッフとしてしっかりと食事の提供、洗濯、お風呂といった日常的な

生活環境を整える支援をしていく。その利用者に沿った支援内容という

のも実際入居前に相談員であったり、ご家族であったり、ご本人も含め

て担当者会議を開きながら、グループホームの中でどういった生活をし

ていくのかというところを決めながら、個々によって日中の生活の仕方

がいろいろと変わっているような状況です。ホームとして毎月レクリエ

ーションをやるとか、実際に集まってきた利用者によってということに

なると思いますが、比較的そういったレクリエーションとかみんなで何

かをするのが好きな方達が集まってくれば、みんなで散歩に行くとか、

いろいろなことをしていますが、あまりそういうのが好きではないとい

う方に関しては個々で対応している状況で様々な支援をしています。ま

ず、どういった生活が望みなのかというところとそういったところも含

めて決めた内容に沿って支援をしている形です。月から金まで日中活動
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先に行って土日は移動支援を使って遠くまで買い物に行っているなど、

いろいろなケースがあります。うちのグループホームとしてももちろん

買い物は代行とか、同行もしますが、毎日はいけないというところと人

数が２０名近くのグループホームになるので、週１、２回一緒に買い物

に行くとか、代行で買い物してきたりとか、一緒に通院した帰りに買い

物をして帰ってくるとか、いろいろな形で対応しております。食事の方

も朝昼晩提供しておりますが、利用者によっては日中活動先に行くので

昼食は食べないという方もいれば、例えば食事が飽きてしまって、カッ

プラーメンとか、マックとかを食べたいというケースがあって、事前に

１週間前ぐらいまでに管理者に伝えていただければ、食事のキャンセル

というのもききますので、そういった形で組み立てながら生活している。

あとはご家族が毎週本人に会いに来て、外出して夕方戻ってくるとか、

いろいろなケースがありますので、そういった形で皆様の生活を組み立

てているということで認識していただければと思っております。 

 

■委員 

 ありがとうございます。あとお金の管理とかはどうしているのですか。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

 お金の管理の方も、弊社の方で実際にお小遣いを活動先に持って行っ

ている方とか、いろいろなケースがあります。ご家族から毎回お金を預

かるとか、利用者から預かると盗難防止ということも考えて、例えば毎

月２万円使うという時に弊社の方で立て替えをさせていただきます。そ

の上で月末の家賃と一緒に引き落としするような状況です。通帳の方は

管理が必要な方に関してはホームでしっかりと管理させていただいて

おります。金庫が３つほど事務所に置いております。１つの金庫には受

給者証といった大切なもの、こちらは管理者の方で開けられる金庫にな

っておりまして、通帳の方は私とかでないと開けられない金庫がもう１

個ありまして、そちらで通帳を管理させていただいてお預かりするとい

う形を取っておりますので、必要であればしっかり金銭の方も管理、通

帳預け入れといったものも対応しております。 

 

■委員 

 ありがとうございました。 

 

■会長 
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 他にございますか。お願いいたします。 

 

■委員 

 ２点よろしくお願いします。こちらの部会で地域移行を目指す方が体

験出来る場がほしいという意見が出ているのですけれども、こちらのグ

ループホームの体験の部屋はどんなような活用をするか緊急一時で使

うとか、そういった移行を目指す人の体験の場にもなるのかとかを教え

てください。あともう１点が車椅子の方とかも入られると思うのですけ

れども、モイストとかそういった設備はどのようになっているか教えて

ください。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

 まずは、実際地域移行でグループホームを利用してみたい方に関して

は、ショートステイを利用しながら、住まわれている方も結構中にはい

らっしゃって、男性１人、女性１人で１階と２階で分ける形となります

ので、そこの枠に沿って皆さんご利用している方もいらっしゃいます。

私も実際に入居対応をさせていただいている中で、病院に入院していて

最終的に一人暮らしがしたい。でもまずグループホームでワンクッショ

ン置いて生活していった上で、一人暮らしに向けてやっていきたいとい

うご相談なんかもありまして、１年ぐらい弊社のグループホームで住ま

われてその後一人暮らしをしていくような方もいらっしゃるので、そん

な形でショートを利用しながら年単位、半年単位で入居していただいて

一人暮らしに向けて生活していくといったいろいろなケースでご利用

していって大丈夫だと思っておりますので、そういった形で検討してい

ただきたらというところと、車椅子の設備というところで、車椅子用の

トイレがまずしっかりと２か所ありまして、あとは車椅子のままで入れ

る座ったまま機械浴ということで浴室まで入れるような設備も完備し

ておりますので、そういった形で入浴介助もいたします。例えば、寝た

きりの状況で特浴でないと入れないというような身体障害の方のご相

談などもあるのですけれども、そういった場合はうちのグループホーム

の設備ですと、寝たきりの方の入浴が厳しいというところで、元々デイ

サービスのようなところに通って入浴されているという方であれば、入

居は全く問題ありませんが、ホームでも入浴対応をしてほしいというケ

ースになってくるとなかなか設備的に厳しい部分もあるので、相談が来

た場合はまず近隣にそういった入浴が対応出来そうな設備があるのか

ということも調査した上で、入居の可否なども対応しているような状況
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です。もちろん電動車椅子に乗って生活されている方もいらっしゃいま

すので設備的にもきちんとバリアフリーな作りになっておりますので、

皆さん問題なく生活出来ている状況です。 

 

■委員 

 ありがとうございます。 

 

■委員 

 度々の度々で申し訳ございません。先ほどの委員の質疑の中でも少し

あったのですが、改めての確認で申し訳ありません。通院の同行はして

くださるということでよろしいでしょうか。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

 月１回程度であれば、というところで認識していただければと思いま

す。 

 

■委員 

 わかりました。お金の管理も基本的にはしてくださるということでし

ょうか。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

 そうです。 

 

■委員 

 わかりました。お金の管理にまつわるところでいうと後見人とか、あ

るいは生活保護のワーカーとかその辺の方達とのやり取りとかもして

いただける感じなのでしょうか。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

 そうですね。実際に後見人がついていない利用者の方も緊急で入居さ

れるケースもあるので、そういったところは障害福祉や生活保護の部署

の方と対応しております。 

 

■委員 

 わかりました。ありがとうございます。緊急時の通院とかの場合は月

１回の制限には特に変わらず、緊急時には緊急時なりに対応していただ
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けるようなイメージでしょうか。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

 そうですね。月１回と定めているのも、２０名の方が月１回となって

くると２０人分同行が必要になってくるというところもあって、それに

＋α、緊急時に例えば皮膚科とか、眼科に行かないといけない、風邪を

ひいてしまったといったケースになってくるとその都度連れて行かな

いといけない関係もあるので、通院圏内も大体４０分圏内ぐらいで行け

ればというところで、中には１時間弱の方もいらっしゃるのですけれど

も、そういったところで検討していただきたいというところと、グルー

プホームの方に往診の先生を入れる予定になっておりますので、例えば

精神的な部分の通院が必要な方や内科的な部分が必要な方、ダブルで必

要な方も中にはいらっしゃって、内科的な部分を訪問診療で対応して、

精神の部分に関しては元々通っていた病院に通院されるという形で組

み立てている方もいらっしゃるというところです。 

 

■委員 

 わかりました。その訪問診療の病院については特定のところが決まっ

ているわけではなくということですかね。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

 そうですね。ご近隣でお付き合いさせていただいているところに声か

けしながら、探していきながら対応していこうかなというふうに考えて

おります。 

 

■委員 

わかりました。そういう訪問診療先といいますか、社会資源の医療情

報の情報提供とかもしてくださったり、つなぎという部分もトータル的

に少し相談出来るような感じですかね。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

そうですね。はい、もちろんでございます。あとホームの方に訪問歯

科、訪問理美容も最終的には組み込んでいければなというふうに思って

いますので、利用する、利用しないはまたご本人次第にはなってくると

思うのですけれども、比較的グループホームである程度完結出来るよう

な形は取っていけたらなというふうに考えております。 
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■委員 

 わかりました。ありがとうございます。 

 

■委員 

２点伺いたいことがあって、１つはトライアルは十分されるというこ

となのですが、やはりトライアルをしたあとで、ある程度受け入れてみ

たのだけれども、なかなかやはり厳しいよと強行障害の方とかは特にそ

ういうことがあり得るかと思うのですけれども、そうなった時にそのま

まお家に返されることになったりすると、もうご家族は絶望の淵に叩き

落とされるといいますか、そういうことがやはりあるわけなので、そう

いったことが起こった時にこれまで３００施設もあるそうですから、ど

のような対応を具体的に取ってこられたケースがあるのか、ということ

を１点具体的にお伺いしたいというのが１つです。２つ目は稲城の方と

かでは結構人も集まっていて、府中に向けて少しスタッフももう養成出

来るような感じになっているということで、大変喜ばしいと思うのです

が、自然に考えたら例えばそういう方の中で管理者が出来るような人が

いらっしゃるのであれば、その人を管理者にあげてみたいなことでやは

りいきなりよくどういう人かわからない管理者を半年前に集めて育成

していくよりは、そういった条件がもしあるのであれば、その方がいい

のかなんてことをやはり思ったりもするのですけれども、そういうふう

な内部昇格で配置していくというようなやり方を取らない何か人事の

方針といいますか、そういうのがあるのか、それともたまたま府中につ

いてはそういう条件がないのでそうしているのかその辺り教えてくだ

さい。以上２点です。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

まず行動障害の方のご質問に対してなのですけれども、やはりかなり

重い方の相談ケース、ご家族の方でもちょっと見ていけないというケー

ス実際ありまして、本当に私たちも受ける側として受けた以上、やはり

みられませんというふうに極力なりたくないというのが現状ありまし

て、入居前にまずこういう事例になった場合どうしますかというところ

で、事前にご家族とも話し合いながら対応させていただいて、実際にご

入居されてトライアルやってみてやはり馴染まなくてどうしようもな

いなというケースもやはりありまして、そういった場合馴染まないとい

ってもいろいろなケースがありまして、もう少し様子を見ていけば段々

馴染んでいくのか、それとももう他の利用者さんとの関係性が悪くて馴
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染まないのかといろんなケースがあるかと思うのですけれども、他の利

用者さんとの状況で馴染まないとかそういったケースになってくると、

弊社の他のグループホームに移動してみてどうか、やれるところまでと

りあえずやらせていただきながら、現状対応させていただいている部分

ではあるのですけれども、やはりどうしてもその中でも難しいケースだ

ったりとか、病院でのお薬の調整が必要な状況なのかどうか、共同生活

の中でまずその生活が馴染んでいけるのかどうか、というところもしっ

かりとトライアルをやりながら、入居しながらも含めてですけれども、

話し合いながら進めているような状況でございます。逆に重いケースの

ご相談が来た時に簡単に受け入れるというよりもどちらかというと、も

しうちの方でも受けられなかった場合というのはご自宅に戻せるので

すかとか事前にそういった話し合いを設けた上で進めているような形

でございます。採用の方に関しては新規で採用するケースもあれば、事

前に稲城とか府中とか八王子に勤めている方で管理者として今後頑張

っていきたいという方が中にはいらっしゃるので、そういった方をその

まま府中に管理者として配置するケースもありますので、現状お話しし

ますと今実際に新座のグループホームで管理者をやられている方が

元々府中の方に住んでいる方なのですよ。東京のグループホームが完成

したらそっちに移動したいという話も出ているので、最終的に今考えて

いるのはそちらの方を今新座で１年以上、かなり重いグループホームな

のですけれども、そこで経験のある方を府中の方のグループホームの管

理者として配置も考えたりもしておりますので、そんな形でまずスムー

ズにオープンが出来るように作業の方は進めていったりとか、既存のホ

ームの管理者から移動して管理者をやらせる感じですね。そういった形

で考えさせていただいているような状況でございます。 

 

■会長 

他にございますか。はい。 

 

■委員 

 しつこくてすみません。もう少し入った時のことを考えると、外出は

ＯＫというのだけれども、例えば今日の今日に外出したいですといって

も大丈夫なのか、それとも職員と一緒に行かないといけないのかという

ところだよね。それと家族が突然来た時にだめですよという訳ではなく

て、例えば日中お風呂入りたくないのだけれど夜に入りたいとか、何か

そういう自由度を教えてください。 
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■ソーシャルインクルー株式会社 

まず外出に関してなのですけれども、まず事前に入居前に自分で外出

出来るのかどうかだとか、誰か職員がついて行かないと外出が出来ない

のかどうかも含めて確認させていただいております。自由に外出出来る

方に関しては本当に毎日外出されている方も実際いらっしゃって、ただ

食事を発注して食事がもう昼食を提供する状況になっているので食べ

ないというふうになってくると、発注してしまっているので請求をかけ

させていただくのですけれども、昼ぐらいに戻ってきてまた昼過ぎに外

出して夕方に戻ってくるといういろんなケースがあるのでそこは本当

に人それぞれですね。もうスタッフがついていないといけない、 勝手に

個人に外出させてはいけないとかいろんなケースがあるので、そこはそ

の人に合わせて対応させていただけたらなというふうに思っておりま

す。あとご家族の方も実際に夜そんな遅すぎなければというところ、夕

食前くらいまでにもし会いに来るというのであれば事前に言っていた

だければ全然ホームの方に来ていただいても問題ないのですけれども、

やはり感染症とか今のこの時期ですと、インフルエンザとか、コロナウ

イルスとかがかなり充満しているような状況でございますので、そうい

った時はやはり面会とかそういったのを控えさせていただくケースも

やはりあって、１人が感染してしまうと感染症対策をやらせていただい

てもやはりかなり充満していってしまう状況もございますので、いろん

な身体障害の方とか精神障害の方、難病の方もご入居されるので  そう

いった感染してしまって病状が悪化してしまう方もいらっしゃったり

するケースもあるので、そこはしっかりとご家族の面会等もし必要であ

ればそういう時期に関してはご相談させていただきながら対応してい

っているような状況でございます。あとお風呂に関して逆に入居の時に

何時頃入りますとか、他の利用者さんもいらっしゃるので月～日曜日の

間で１週間のうち週何回入りたいのとか、大体何時頃がご希望なのかと

いうのを事前に伺わせていただきながら、組み立てさせていただいてい

るような状況でございます。週３の方もいれば毎日自分で入る方もいれ

ば週２の方もいますし、全くお風呂に入らないという方に関して基本週

２くらいは入っていただく努力はこちらの方で支援の方もさせていた

だくのですけれども、その人に合わせてその辺は本当に夜、晩御飯食べ

たあとに入りたいという方もいらっしゃるので、そこはもう事前に入居

前に打ち合わせさせていただきながら、対応させていただけたらと思っ

ております。 
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■委員 

 ありがとうございました。 

 

■会長 

よろしいですか。お願いいたします。 

 

■委員 

今皆さんのお話を聞いていたりとか、お答えいただくのを聞いていて

うちの施設より結構充実しているのではないかなという、施設よりもグ

ループホームの方が結構手厚い線かなというふうには思っていたので

すけれども、１個だけ食事のところで結構難病の方とか進行性の方とか

お食事、宅配を取られるのですかね。宅配のところの結構限界とか皆さ

んお食事は結構好きなものだったりとか楽しみにされている部分だと

思うのですけれども、宅配の確保とかあと刻み食だったりとか食形態と

いうところはどこら辺まで対応していただいてますか。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

弊社の方、サンコー食品かタイヘイ食品という大きい食品会社をご利

用させていただいて、そこで１か月の献立というのを決めていただいた

上で、毎日毎日材料がホームに運ばれて作ってご提供させていただくの

ですけれども、もちろん刻みが必要な方とかペーストが必要な方とか、

あと糖尿病食が必要な方も中にはいらっしゃって、糖尿病の食事でもう

こういう宅配の食事しか食べられないよという方に関しては、もちろん

食事は一切もう食べないという形にして本人は本人で、自分で宅配のと

ころと契約しながら、運んできていただいているというケースもござい

ますし、あとは実際にカロリー制限とかもやはり１日１５００カロリー

以下とか、水分制限とかそういった方々もいらっしゃいますので、本当

にそれは水分管理が必要な方には、しっかりと１日例えば１５００ｍｌ

で調整しながら提供したりとか、食事の方は大体１日で１８００から１

９００キロカロリーぐらいになります。この中で１５００キロカロリー

に抑えたいとなってくるとご飯の量を調整したりとか、おかずの量を調

整しながら対応させていただいているような状況でございますし、そこ

で刻んだりする方もいらっしゃいます。あとサンコー食品の方でペース

トも対応は出来るので、ペースト食にしている方もいらっしゃいます。

それとあとアレルギーの方も結構いらっしゃってアレルギーの方に関

しては事前に入居前のアセスメントを私たち取らせていただく際に、そ
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の辺も確認させていただいて食事の発注、その人の分に関してはアレル

ギーなのでこの食材入れないで、入れないような食材を代替で変えられ

ないかどうかというのを食品会社と調整しながら、その人はその人用に

出していただいているという形も取っております。はい。 

 

■委員 

ありがとうございます。 

 

■委員 

結構大変だと思うのだけど、食事を作る人は別で雇うのですか。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

食事の方は支援されるスタッフで作ってご提供する形になります。 

 

■委員 

ということは、作っている時は人がそれだけ取られているということ

ですよね。例えば支援する人が５人で２人はそれにかかっていると３人

ですか。対応出来ないということですね。専門的には食事作る人は雇わ

ないということですよね。それで例えばアレルギーとかそういう話を職

員全員で共有していくということですよね。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

まず食事の調理スタッフは基本的に日中とか夜勤とか生活支援とか

世話人の方で作らせていただいております。サンコー食品の食事に関し

てはご飯とか味噌汁とかサラダとかは、ある程度スタッフの方で作って

メインの食事に関してはクイックパッドといって、ある程度作られた食

事を温めてご提供するような形で今考えております。あとその支援状況

とか支援内容によってやはり付き添いが必要な利用者さんがいるとい

うところで職員が取られてしまう場合に関しては、職員を一部多めに配

置しているホームもございますし、重度のホームですと、日中職員を５

人とか６人ぐらい配置して対応させていただいております。行動障害の

方について対応しているホームはそんな形で食事は食事、あとは掃除担

当だったりとか、利用者さんにくっついていかないといけないというケ

ースもありますので、ご入居されたご利用者様によって最終的に２０名

集まった状況です。 

 



 

20 

 

■委員 

 わかりました。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

その支援内容の方もアレルギーとかそういったところも、しっかりと 

事前に入居前に担当者会議の方で決まった内容というのはしっかりと

サービス管理責任者、あと生活支援員の方にしっかり落とし込んで、支

援方法含めて皆さんで統一してやっていくような方向性をとっていま

すので、そういったところも含めて安心していただけたらなというふう

に考えております。 

 

■委員 

 引継ぎはやってもらえるのですよね。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

もちろんです。やはり日勤と夜勤で知らないケースはしっかり申し送

りであったりとかそういったところも入れさせていただいております

し、個人個人、皆さんの共有シートというのをこの利用者さんはこうい

うふうに支援をしていこう、こういうふうにやっていこうというのはし

っかりと職員の方には勉強であったりとか、共有の方はさせていただき

ながらやっております。はい。 

 

■委員 

 ありがとうございます。 

 

■会長 

よろしいでしょうか。はい。これにて最後とさせていただいてもよろ

しいでしょうか。このあと答申案の検討などもございますので、よろし

いでしょうか。ではよろしくお願いします。 

 

■委員 

やはり、一つ一つ聞いていくとあれもこれも現場で働いているもので

気になってしまってごめんなさい。最後です。日中、生活介護に通われ

る方は必ずしも家の前、グループホームの前まで送迎車が来てくれるわ

けではなくてバス停に行ったりとか道に出てきてということはあった

りするのですよ。その際はグループホームの世話人が朝いろんな利用者
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さんがいる中で対応していただけるのかなというところ教えてくださ

い。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

実際バス停まで連れて行っているケースもあれば、やはり人手が取ら

れてしまって行けないケースも実際あって、極力日中活動先の事業所に

はホームまで来ていただきたいというところでお願いをさせていただ

くのですけれども、どうしてもダメなケースやはりあるかと思うのでそ

こは、実際に朝方は片付けで結構バタバタする関係もあって実際職員が

取られて大丈夫な状況なのかどうかというところも、検討させていただ

いた上で対応しているような形でございます。 

 

■委員 

 わかりました。朝、夕方のバス停送迎についてはケースバイケースで

検討してくださるということですかね。ありがとうございます。 

 

■会長 

ありがとうございました。最後と申しましたが、ご発言お願いいたし

ます。 

 

■委員 

長くなっているところ申し訳ありません。最後に私の方から。いろい

ろ今お話聞いていて、すごく充実したサービスが提供されるのではない

かというふうに期待が出来るところだったのですけれども、やはりその

中で必要なのは人材、先ほど委員からも出ていましたが、人材の確保と

いうところでお話があったかと思います。私も地域生活支援センターの

立場で相談を受けるのですけれども、やはりこの日中支援型のグループ

ホームでここ最近聞く話としては、日中支援型で日中活動を希望してい

ても人手が足りなくて、日中活動の提供は出来ませんというので困って

いらっしゃる方の相談がここ最近出ているので、そういうことのないよ

うな形でのお願いといいますか、というところが１つ。なぜその人材の

ことを申し上げるかというと府中市の地域課題として、やはり福祉人材

が不足しているというのがこの期の前の自立支援協議会の中で答申書

にも盛り込まれて、府中市の方でその福祉人材の確保ということで今現

在のところ取り組んでもらっているような状態があるので、そういうよ

うな背景のある地域でありますので、ぜひ人材の確保というところに関
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しては十分ご配慮いただいて、希望するサービス今ご説明いただいたサ

ービスがしっかり提供出来るような形の事業運営をお願いしたいなと

いうふうに思っております。以上です。 

 

■会長 

 ありがとうございました。それでは総括とさせていただきたいと思い

ます。非常に地域において自立して家族から離れて、そして自分らしい

暮らし方の実現を目指してくださる非常に個々に細かい対応が可能な

福祉サービスをより増進させる援助が行われると、期待したいというふ

うに思います。ただ、やはりまだまだこの委員の皆様から出た意見以外

にも 実際にご家族の方ですとか、利用者の方ですとか一人一人願いと

か求めが違ってくると思いますので、ぜひともそういう方たちの願いを、

定期的にアンケートを取るなり、ご意見箱みたいなものを設置していた

だくなり、苦情といいますかそういったコミュニケーションをよく図っ

ていただくようなシステムを機能させていただけると、より満足度の高

い施設として機能していただけるのではないかなという期待を持ちま

した。やはり誰かがどこかが頑張るのではなく、皆で育てていくものだ

と思いますので、ぜひとも利用者やそれからご家族の求め、願いという

ものに耳を傾けた運営をお願いするということでまとめたいと思いま

すが、皆様よろしいですか。はい。では長時間にわたってありがとうご

ざいました。それでは、本日委員の皆様からいただきましたご質問の内

容やご意見、評価等を踏まえて開設に向けた手続きをよろしくお願いい

たします。ソーシャルインクルー株式会社の皆様はここで退席となりま

す。ご説明ありがとうございました。 

 

■ソーシャルインクルー株式会社 

 ありがとうございました。 

 

■会長 

先ほども事務局の方からご説明ありましたけれども、まだここの場で

ご発言なさらなかった方、あとから聞きたいと思われた方は事務局にメ

ールを差し上げるという形でご連絡ください。よろしくお願いします。

それからもう１点、今の質問の内容ですとか協議のやり取りですけれど

も、これ報告書にまとめる際に私会長、副会長それから事務局の方であ

る程度 整理して掲載の資料とさせていただきたいと思いますので、そ

の点ご了承いただけますでしょうか。よろしくお願いいたします。 あり
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がとうございます。 

 

２．前回会議録の確認について 

 

■会長 

では、前回の会議録の確認についてです。事務局からお願いします。 

 

■事務局 

それでは資料２をお願いいたします。こちら令和６年度第２回全体会

の会議録の案でございます。内容につきまして記載の通り、この内容で

よろしければ、通常通り会議録の公開を予定したいと思っております。

確認をよろしくお願いいたします。以上です。 

 

■会長 

ありがとうございました。追加の説明ですとか修正ございますか。 

 

（発言者なし） 

 

■会長 

特にお声がございませんので、この内容で公開するということで、公

開手続きをお取りいただけますよう、よろしくお願いいたします。 

 

３．報告事項 

 

■会長 

では次第の３に入ります。報告事項です。ここで各部会の代表の方か

ら簡潔に申し訳ございませんが、報告をしていただきたいと思います。

各部会からの報告のあと質疑応答の時間を設けますので、何かご質問、

ご意見のある方はその時にお願いいたします。 

 

（１）運営会議からの報告 

 

■会長 

では、運営会議からお願いいたします。 

 

■委員 
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本日、配られた資料の中に運営会議の報告が入っておりますので、ご

覧ください。その２枚めくっていただいて、第７回の１０月１８日から

のものを報告させていただきたいと思います。細かいことは読んでいた

だいてと思いますが、３つのことを大体話し合いまして、地域課題につ

いて抽出なり、その解決方法について話し合いました。もう１つは後か

らも話される答申につきまして、運営会議で検討いたしました。最後に

は当事者の参画についてということで話し合いまして、当事者参加をよ

り推進した方がいいだろうという意見がありまして、次期の自立支援協

議会に反映させる予定でございます。簡単でございますが、以上で報告

とさせていただきます。 

 

■会長 

ありがとうございました。ただいまご説明ございましたけれども、何

かございますか。 

 

（発言者なし） 

 

■会長 

ここに書かれている通りですね。特に今お声がございませんので、あ

とでまとめてまたお伺いいたしますので、次に進めさせていただきたい

と思います。 

 

（２）相談・くらしの部会からの報告 

 

■会長 

続いて２番目相談・くらしの部会からの報告をお願いいたします。 

 

■委員 

それでは、資料の３をご覧いただけたらと思います。資料の３の委員、

現状、検討テーマは表記の通りです。最後だけ簡単に概要だけお伝えす

ると、５年度に行いました障害当事者の方へのアンケートを通して地域

で暮らすことを望まれているというような結果を受けまして、府中市で

も障害当事者の方の選択肢を増やす意味からも施設整備ということを

考えてもいいのではというところで、多摩地区２６市への調査を行いま

した。その調査結果を基に特徴のある市へのヒアリング、調査を行いま

して、その後、府中市内のグループホーム樹林の家の見学も行っており
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ます。そちらを昨年の９月に行っておりまして、そういった調査を通し

て見えてきたところといたしましては、地域住民理解も人、カネ、モノ

というふうによくいわれますけれども、施設建設におかれましては、地

域住民の理解も必要というところが見えてきたというふうな検討の結

果でございます。それらを受けまして、そこまでは前回の全体の会議の

中でもご説明したところでございますけれども、それらを受けて検討結

果といたしましては、答申書の作成を１０月２１日、１１月１３日、１

２月１６日の３回、答申案の整理及び検討、策定をいたしました。２番

の答申書作成なのですけれども、今お話しましたようにこれらの検討結

果を踏まえて、府中市に望まれることを整理しております。まずアとし

ましては、グループホームや入所施設の整備のための不動産所有者や運

営法人の確保のための周知活動だったり、イといたしましては、在宅生

活を支えるヘルパーやグループホーム等の職員確保のための福祉人材

の確保及び育成、それからウでグループホーム等の整備の際に近隣住民

の理解が得られるよう、市民に対しての障害福祉に関するさらなる啓発

活動等が必要であるというふうな意見がまとまりました。また２番とい

たしましては、答申書の作成にあたっては ９月に実施した市内グルー

プホームの見学にて調査を終了し、私の方で整理した骨子を基に１０月

から１２月の３か月間で開催した部会の中で、部会全体で項目ごとに意

見を出し合い、内容を確定したというところでございます。途中からは

各項目ごとに部会の中で皆さんのご意見を基に作り上げたのが実際の

ところでございます。答申の案といたしましては、答申の参考資料の２

の最後のところ、これから府中市に望まれることに少しだけ触れさせて

いただきますけれども、それらの委員の意見からこれから府中市に望ま

れることといたしましては、アンケートの結果先ほど申しましたように、

大半の方が府中市に最後まで住み続けたいと希望されているというこ

とが見えてきた。その希望に答えるためにグループホームであったり、

入所施設の整備というのも在宅の方以外の方のための選択肢として必

要ではないかというところでございます。下段の方にいきまして、府中

市においても住宅やマンションが増えて市民が増加する中で、施設やグ

ループホームを建設することは困難である。そこは部会の中でも理解し

ているところでございます。ただ、市として積極的に土地の確保、受託

法人の選定に加え、障害者への理解や意識啓発に関するイベント活動、

広報活動などを実施すること。そういったことを通じて、市民が障害者

を受け入れ、誰もが生き生きと生活を出来る暮らしやすいまちづくりを

進めること。市としてこうしたまちづくりを目指し続けて実現すること
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を今後も望むということにまとめております。また最後の３行のところ

なのですけれども、障害者にとって暮らしやすい街は様々な困難を抱え

た方たちにとっても安心して暮らし続けられる街であると考え、そうし

たまちづくりを府中市として目指し続けられることを望みますという

ふうに結んでおります。簡単ではありますけれども相談・くらしの部会

からの報告といたします。以上です。 

 

■会長 

ただ今、報告がありましたけれども、何かご質問、ご意見のある方い

らっしゃいますか。 

 

（発言者なし） 

 

■会長 

よろしいですか。 

 

（３）地域移行部会からの報告 

 

■会長 

では、まとめて最後にもう一度お伺いいたしますので、最後に地域移

行部会からの報告をお願いいたします。 

 

■委員 

では、地域移行部会の報告をさせていただきます。資料の４をご覧い

ただきたいと思います。前回の全体会から実際に検討した内容としては、

ほぼほぼ答申書の作成に向けた動きでしたので、それは最後の方に少し

ご説明させていただきます。地域移行部会の昨年度からの取り組みをさ

らっと報告させていただきまして、答申書のところに触れたいと思いま

す。昨年度全体の大きな流れとしましては、５年度としまして、アンケ

ート調査で実態把握をするということで、身体・知的の入所施設に対す

るアンケート調査の実施、その他精神科病院からの地域移行に関わるア

ンケート調査の実施ということを行ってまいりました。今年度に関しま

しては、そのアンケート結果から回答いただいた方に対する追跡調査と

いうことで、事務局の方で丁寧にご訪問いただきまして、ヒアリングを

した結果を部会の中で検討したというような全体の流れとなっており

ます。内容に関しましては、２回目までで既にご報告をさせていただい
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ておりますので、そこに関しては割愛させていただきますが、資料の裏

面の７番からが前回から話し合いをした内容となっております。答申書

の作成についてというところです。これらの検討結果を踏まえて、府中

市に期待することを以下の４点に整理しましたということとしており

ます。これはもう既に答申書案に含まれておりますが、ここで少し触れ

させていただきます。４点整理しておりますが、まず１点目、施設入所

者と入院患者へのヒアリングを個々の特性やご家族の気持ちなどに配

慮しながら、府中市の訪問の取り組みをまず継続していただきたいとい

うのが期待することの１つです。２番目が地域生活のイメージを持ち、

地域で生活をしたいという動機付けが重要である。その資源となる体験

の場の整備をしていただきたいというのが２番目。３番目としましては、

地域移行支援を推進するためには、関係機関の連携及び相互の学び合い

が重要であり、支援者の地域移行に関する意識向上のため今期の座談会

のような支援者間の顔の見える関係づくりの機会の確保を継続しても

らいたいということが３点目。最後になりますが、４点目として精神科

病院における退院を含む地域移行支援に関わる府中市との連絡体制の

構築というところを府中市に期待することとしてまとめさせていただ

いております。この答申書の作成にあたっては各委員、通期でご参加い

ただいて、かなり地域移行部会の皆さんから活発にご意見をいただいた

なという印象を持っておりますし、各委員にしっかりと役割を振ってま

とめていただいたものを部会長、副部会長でまとめ、さらに全体で確認

をして答申書としてまとめさせていただいております。簡単ですが以上

となります。 

 

■会長 

ありがとうございました。各部会共２年間のご協議、誠にお疲れ様で

した。ありがとうございました。では、最後はまとめて何かご質問なり

ご意見なり振り返ってございますか。はい、お願いします。 

 

■委員 

相談・くらしの部会の方の答申の中で、地域で生活していくためにグ

ループホーム、入所施設を作ることというふうに書かれていて、私たち

地域移行の方では入所施設から出すという。でも課題を検討していくと

いうある意味逆の答申が出ていくのだなというところなのですけれど

も、私の中では実際には遠くの入所施設に送り出している利用者がいっ

ぱいいる中で、入所施設でいいからとにかく地域で親の近くで生活出来



 

28 

 

るのがいいなというのは本当のところ思っているところです。 

 

■会長 

ありがとうございました。このあとまた答申の方でどういうふうにま

とめていくかというところにも係ってくるかと思いますが、他になけれ

ば次へ進みたいと思います。はい。お願いいたします。  

 

■委員 

相談・くらしの部会の方でグループホームのお話をたくさんされたと

思うのですけれども、冒頭の日中支援型のグループホームの情報提供で

これから市が検討していくというのは、部会の方に伝わっていたのでし

ょうか。いつからこの冒頭の日中支援型のグループホームのお話が  府

中市の中であったのでしょうか。 

 

■会長 

 これは事務局でよろしいでしょうか。 

 

■委員 

事務局に伺いたいです。 

 

■事務局 

こちらのお話、法人の方からいただきましたのは昨年度の末頃になり

まして、ご相談の方受けさせていただきました。こちらの自立支援協議

会の方にかけさせていただくという話につきましては秋口、１１月の運

営会議にてご依頼をさせていただきまして、本日の全体会にかけさせて

いただいております。 

 

■委員 

そうしたら、部会の方にはそういう話があるということは特にないま

ま、まだ決まってないからなのですかね。 

 

■会長 

 前回の運営会議で私どもも知ったというところで、ですから部会の方

には。 

 

■委員 
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部会の話し合いの中から、市の方でもグループホームの話が進んでい

るのか、関連性は特になかったということですか。 

 

■会長 

やはり、自立支援協議会のこの委員会で出てきている意見を踏まえて 

といいますか、そして進めておられたのだと思います。それは確かにそ

うだと思います。地域移行部会の中で体験の場が必要であるとか、いき

なりアパート、自立というのはなかなか難しいとかという話は出ていま

した。 

 

■委員 

 相談・くらしの部会での検討の中では、冒頭の話を基に検討してい

ません。以上です。 

 

■会長 

 それはみんな同じです。ただ協議の場の中で出ていまして、いきな

りアパートへ自立していくのは難しいだろうとか、通過型のグループ

ホームがほしいとか、そういう話はしていたと思うのですが、今回は

違うのでしょうか。どうなのでしょうか。 

 

■委員 

 事業所の話を私達が知ったのは、市が説明した運営会議の時に聞い

たので、相談・くらしの部会の話し合いに影響は与えていないという

ことになります。 

 

■会長 

 わかりました。ありがとうございます。他にございますか。 

 

■委員 

 少しそれに関連することなのですが、地域移行部会でいろいろ話し

合っていた時に給付費の対象にならない動きが多くて、事業所が地域

移行支援は大変であるというような話題が検討されていました。ただ

これは制度の問題であるというようなことで検討していたかと思いま

すが、実はそこを手当する制度がプレ事業というのが、どうやらあっ

たみたいです。おそらく府中市では今期に始まったというよりは、前

からそういうものがあったというところなので、府中市としてそれを
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やるということがまだ決まっていない段階でこういう部会に言えなか

ったのかもしれないのですが、そういう情報を先ほどの施設が出来る

のかを知っていたかどうかということにも絡むのかもしれないのです

が、検討している内容に関わる情報でお伝えいただいても、差し支え

ないものに関しては実はこういうことがあるとか、部会の方に言って

いただけるとそれを念頭に検討出来たというところもあるので、もし

言えない事情があれば仕方ないですが、差し支えないようなものであ

れば言っていただければ既にそういう取り組み、東京都の事業みたい

ですが、そういう動きがあって手当てをするようなことがあるという

ことがわかった上で検討も出来たのではないかということがあるの

で、是非そういったところはお願いしたいと思っております。 

 

■会長 

 はい。どうぞ。 

 

■委員 

 相談・くらしの部会ではいろいろと現状のアンケートを取った結

果、重心の方が将来親亡きあとをどうするかというところで、結果と

して施設入所とか、グループホームの建設が必要だという話になった

わけで、その中でその話があったのであればということをおっしゃり

たいということですよね。 

 

■委員 

 冒頭のお話がずいぶん唐突に来たので、市としては外部にいつそれ

を伝えてくれたのか、グループホームを建てたいと言っているからそ

れを受けて、この会社と話を進めていたのではないかとか、あとは市

が会社に頼んだのか、会社が市に来たのですね。そこの関連性がわか

れば。 

 

■委員  

 そこら辺の関連性、先ほど皆さん言った通り部会との関連性がない

というところで、ただお話を伺っているとそうであればということは

あるのではないかと思いましたので。以上です。 

 

■会長 

 お願いします。 



 

31 

 

■委員 

 １点だけなのですが、私も同じく感じたのは、今日来てこれは唐突

な感じがして、もしこれをやるのであればもう少し時間を取ってきち

んと深めてやった方がよかったのではないかという感想は持ちまし

た。以上です。 

 

■会長 

 事務局から回答をお願いします。 

 

■事務局 

 今回の日中サービス支援型共同生活援助のこの場で協議会に諮るご

意見の場の提供というところですが、本来、障害者総合支援法に基づ

きまして、日中サービス支援型の指定共同生活援助の事業の基本方針

並びに人員、設備及び運営に関する基準というものの中にこうした日

中サービス支援活動の援助を行う事業所が、要はこういった自立支援

協議会の中でご意見を諮る中で運営をしていく、その報告を東京都に

するという定めがある中で、今回唐突ではございましたが、この場に

諮らせていただくような流れになりました。当市としましても、日中

サービス支援型の共同生活援助が設置されるというところが初めてだ

ったので、この協議会に諮ってその意見に基づいて東京都に基準とし

て報告するというところが、手順としてこちらの場に諮ることが遅く

なってしまったという状況はございます。今後は東京都に施設が設置

された場合には年に１回きちんとした運営になっているかというとこ

ろの辺りも、定期的に自立支援協議会の冒頭で諮らせていただくとい

う基準にもなっておりますので、ご理解をいただけたらと思います。

よろしくお願いいたします。以上です。 

 

■事務局 

 補足になりますが、まだ協議に関連する事項に関しては市の方でも

情報提供出来るように、今後も皆様のご意見の流れや東京都の制度等

の状況を一番把握しているのが市になりますので、そういったものが

今後の市の施策とか皆様のご意見に反映出来るような形で情報提供さ

せていただきたいというふうに思っております。今回の施設の件に関

しましては、施設の計画を事業者が考えている段階での相談というと

ころもありますので、なかなか皆様にお伝え出来る情報にはならなか

ったのですが、今回初めて東京都に計画を出すところの申請をしてい
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くという流れの中で、手続きとして皆様のご意見を聞くということが

ありましたので、諮らせていただきました。今後もこういったケース

が出てくると思うのですが、今日もかなり活発なご意見やご質問をい

ただいていて、特に気になるところなのではないかと思いましたの

で、時間の取り方、今回は答申と重なってしまってなかなかうまくコ

ーディネート出来なかったのですが、そういったところも今後は工夫

させていただいて改善出来ればというふうに思います。以上です。 

 

■会長 

 ありがとうございました。今のご説明でよろしいですか。啓発の質

の向上やご家族への支援に繋がるところではありますので、今後こう

いうことがあった時には今回は最終回に重なる形のお話でしたので、

唐突に感じられた面が多かったというふうに思います。よろしいでし

ょうか。 

 

（発言者なし） 

 

４．市長答申について 

 

■会長 

それでは、答申の方に移ってまいりたいと思います。答申案につい

て各部会長からご説明をいただきまして、その後委員の皆様からご意

見をいただきたいと思います。初めに相談・くらしの部会の答申案に

ついて、お願いいたします。 

 

■委員 

 相談・くらしの部会に関して参考資料２です。（１）のところは令

和３年、４年のこと、５年、６年のことを説明しております。（２）

の取り組み概要のところといたしましては、先ほどご説明いたしまし

たように令和５年度の実施のアンケートを行ったこと、その調査方

法、結果、対象者、調査結果として報告してございます。こちらは以

前から報告している通り、自宅が４３件、地域の入所施設が３７件、

住み慣れた地域のグループホームが２６件という希望が多く、場所を

問わない入所施設が６件、場所を問わないグループホームが２件とい

うことで、場所を問わないということはあまり思っていらっしゃらな

くて、地域でということを思っているのだなということがアンケート
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から見て取れました。次のページでございますが、そういったところ

で府中市を含む多摩地区２６市への調査を実施いたしました。その調

査の結果、施設を多く建てているＴ市、М市、Ｈ市に対してヒアリン

グ・見学を行いました。Ｔ市とМ市に関しては、ヒアリングをオンラ

インで行っております。それぞれ市の事情があることが理解出来まし

た。ただ、府中市と違うところといたしましては、土地の余力という

か、多く土地を持っている市の方が建てやすいのではないかというと

ころが見て取れました。そういった調査結果を踏まえて、Ｈ市への施

設見学・ヒアリングということで、これは実際に直近で建設を行った

ところに部会の皆様と共に施設見学、施設側、市の担当の方へのヒア

リングを行っております。そういった調査結果を踏まえた考察という

ところで表記の通りでございますが、中段の辺りにありますようにヒ

アリングの調査並びに市外、市内のグループホームへの視察及び調査

の結果、社会福祉法人等に重症心身障害者を対象にしたグループホー

ム開設の熱意があっても土地の課題、地域住民の理解、運営上の課題

等、乗り越えなければならない多くの課題があることが明らかになっ

たということが市外、市内の調査結果を踏まえた結果として出ており

ます。先ほどご報告いたしましたようにそれらを受けて（４）のとこ

ろでこれからの府中市に望まれることとして、アンケートの結果、見

学について、まとめといたしまして、そうはいっても障害当事者の

方、ご家族の方の選択肢を増やす意味で都市化が進む府中市において

は難しいとは思いますが、市民への理解の普及・啓発、市としての土

地の確保、受託法人の選定、人材育成等に力を入れていただいて、冒

頭の日中サービス支援型の新規開設という良いニュースもありました

が、そういった第３、第４の選択肢が増えていくことを望みますとい

うふうに結んでおります。少し文面とは違いますが、内容的にはその

ようなところでございます。以上となります。 

 

■会長 

 ありがとうございました。相談・くらしの部会の答申案について、

ご意見のある方はお願いいたします。申し訳ありませんが、時間の関

係もありますので、次の地域移行部会の説明に入らせていただいて、

そのあと皆様からご意見を頂戴したいというふうに思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

■委員 
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 地域移行部会の答申案について、ご説明させていただきます。地域

移行部会の答申書ということで、まずは地域移行部会についてという

ことなのですが、これは令和５年度に設置されて２年間で行ってきた

専門部会です。府中市に暮らす人が住み慣れた街で安心して暮らすこ

とが出来る地域社会ということをテーマに、２年間話し合ってきたと

いうところが上段に記載されています。取り組みの概要に関してなの

ですが、アンケート調査を実施しました。アンケート調査に基づいた

アプローチといたしましては、昨年度末になりますが、地域移行支援

を実施している関係機関に集まっていただいて、座談会というものを

実施しました。あとは身体障害、知的障害の入所施設の見学を行いま

した。そこで聞き取り、ヒアリングの実施というところが大きな取り

組みの概要となっております。めくっていただきまして、アンケート

調査の実施のところでは、実際にどのような経緯でアンケートを行っ

たか、どのくらいの数のアンケートが出来たかというところが示され

ております。結果についてもこちらに記載されている通りでございま

す。（４）の座談会の実施というところで、こちらは多くの地域移行

に関わる方々にご参加いただきまして、グループに分けていろいろな

意見を出し合っていただきました。その中で出された意見としまして

は記載されているア、イ、ウ、エということで大まかにこのような課

題が抽出されたということになっております。あと６年度はアンケー

トに回答いただいた方へのヒアリングを実施というところを中心に行

っております。こちらも身体障害、知的障害の入所施設の方に関して

は７名の方への聞き取りを行っております。内容に関しては記載され

ている通りです。そちらの方から資料の３枚目になりますが、聞き取

りから見えた結果を踏まえた考察ということで、(ア)、(イ)、(ウ)、

(エ)でまとめさせていただいております。その後、精神科病院の入院

患者への聞き取りを行っておりますのでそちらの聞き取り内容がウと

なっております。それを踏まえた考察というところをこちらも(ア)、

(イ)、(ウ)、(エ)でまとめさせていただいております。そのアンケー

ト結果等から見えた課題ということで（６）としてまとめさせていた

だいております。これらを踏まえて（７）府中市に期待することとし

て先ほど報告のところで申し上げましたア、イ、ウ、エの４点にまと

めさせていただきまして、答申書を作成したというような流れになっ

ております。以上でございます。 

 

■会長 
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 ありがとうございました。ただ今のご説明に対して、何かご質問の

ある方またはご意見のある方はいらっしゃいますか。では、私が事務

局からの説明を飛ばしてしまいまして、大変失礼いたしました。まず

事務局からこの答申案のまとめについて、ご説明をお願いいたしま

す。参考資料２及び３についてお願いします。 

 

■事務局 

 今後の答申の流れについて、ご説明させていただければと思いま

す。まずは各部会の委員の皆様におかれましては、アンケートやヒア

リングの実施等、活発にご活動いただきまして、ありがとうございま

した。本日お配りさせていただいているような答申をまとめていただ

くことが出来て感謝しております。実際に今後の答申につきまして

は、配布させていただいている参考資料２と３に、表紙と１ページ目

として概要を記載した鑑文のほか、巻末に関係資料を添付させていた

だいて、冊子として答申をさせていただく予定としています。今後の

流れとしましては、本日の全体会でいただいたご意見を踏まえて、文

言等の修正を正副会長の方に確認いただきまして、３月１４日に正副

会長から市長に答申の提出をしていただく予定となっております。以

上になります。 

 

■会長 

 ありがとうございました。大変失礼いたしました。それでは全体を

通して答申案につきまして、相談・くらしの部会、地域移行部会とそ

れぞれ説明があったところですが、何かございますか。はい。お願い

いたします。 

 

■委員 

 先ほどの委員のお話と同じようなのですが、相談・くらしの部会の

グループホーム、入所施設の整備が必要であるというのは、これは住

み慣れた地域の入所施設という意味ですよね。その文言を入れてもい

いのではないか、グループホーム、入所施設と書くと何か遠くにある

ようなイメージがするので、結局、府中市にあるグループホームや入

所施設がいいということだとしたら、住み慣れた地域という文言が入

った方が、こちらの部会との整合性も取れるという気がするのです

が、ご検討ください。 
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■会長 

 ありがとうございました。 

 

■委員 

 具体的には（４）のこれからの府中市に望まれることのところの４

行目ですかね。「住み慣れた地域にグループホーム、入所施設の整備

が必要である」というような形でよろしいでしょうか。わかりまし

た。いいと思います。 

 

■会長 

 相談・くらしの部会の答申案の最後のページの（４）これからの府

中市に望まれることの４行目にグループホーム、入所施設の整備が必

要であるというところの前に、「住み慣れた地域にあるグループホー

ム、入所施設の整備が必要である」というふうに文言を入れるという

ことで修正が行われました。他にいかがでしょうか。はい、お願いい

たします。 

 

■委員 

 今の話の続きになってしまいますが、入所施設というのはどこの範

囲を示すのでしょうか。東京都というか、国のところが施設を今後積

極的には作らずに地域でということで、先ほどのようなグループホー

ムが増えていくと思うのですが、入所施設を作っていく、私達みずき

のような入所施設というものは積極的には作られないと思うのです

が、作っていくというような意味合いに捉えられてしまうかなとい

う、入所施設が増えていくのですかというのは結構見学の方や親御さ

んから聞かれるので、入所施設はいろいろあって、都がやっている施

設や民間がやっている施設があるのですが、この入所施設というのは

どこの範囲までですか。今ないものを作っていくというイメージでは

なく、整備となると既存のあるものを地域に住んでいる方と同等なよ

うな施設を整備していくというイメージで書かれているのでしょう

か。 

 

■会長 

 はい。お願いいたします。 

 

■委員 
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 私は制度的なことは詳しく覚えていないのですが、今は地域移行と

いうことで脱施設ということで進んでおりますが、障害の重い人に関

してはその対象ではないということがあって、都だか、国だか各地域

に重度の人の入所施設は一切作らないと今まで言っていたが、重度の

人に関しては作っていいといっているというような話を聞いて、作っ

てはいけないということではないらしいので、だとすると、グループ

ホームでも先ほどのお話のようにそこでは入りきれない、そこでは拾

いきれないといいますか、障害者のためには入所施設というものもほ

しいという意味合いです。 

 

■委員 

 わかりました。ありがとうございます。 

 

■会長 

 相談・くらしの部会は重症心身障害者ということに焦点化して絞り

込んでアンケートも実施されていますし、検討も進められているとい

うところでそこで分けられるのではないかと思います。特にございま

せんか。ということで、ここで、ご意見を伺うことは締めたいと思い

ますがよろしいでしょうか。 

 

（発言者なし） 

 

■会長 

では、完成に向けましては、私と副会長と事務局との間で答申書を

提出するということで修正等を加えることもあるかと思いますが、そ

の辺につきましては、ご了解をいただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。では、そのように進めさせていただきます。 

 

５．その他 

 

■山口会長 

 では最後の議事です。次第５、その他です。事務局から連絡事項を

お願いいたします。 

 

■事務局 
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 事務局から４点お知らせをさせていただきます。１点目としまして

本日、次第１のグループホームの新規開設について、追加の意見ござ

いましたら、２月１０日までに障害者福祉課のメールアドレスに送付

をお願い出来ればと思います。この、ご案内については本日以降、皆

様の方に一度電子メールで案内させていただきたいというふうに思っ

ております。また冒頭でお伝えすることが出来なかったのですが、開

設前の事業所の情報となりますので、資料１につきましては、全て回

収をさせていただきたいと思います。申し訳ありませんが、お帰りの

際に机に置いて帰っていただくようによろしくお願いいたします。こ

の後のご意見の中でこの時間であれば見ていただくことは可能なの

で、お帰りの際にメモを書いていただく程度であれば大丈夫なのです

が、最初にご案内出来ればよかったのですが、よろしくお願いいたし

ます。次に２点目ですが、本日の会議録についてです。通常ですと次

の全体会において皆様にご確認いただいた後に公開しておりますが、

今期最後の協議会になりますので、おおむね１か月半以内に事務局か

ら会議録案を電子メールでお送りさせていただきます。内容をご確認

いただきまして、修正等の希望がありましたらご連絡をいただきまし

て、その後公開手続きを取らせていただきたいと思います。３点目で

すが、次期の本協議会の委員選出につきまして、次期の検討課題に沿

いながら、候補者の推薦をお願いする通知を所属団体にお送りしたい

と考えておりますので、その際はご協力をお願いいたします。最後４

点目です。今年度、懇話会につきましては３月２８日金曜日を予定し

ております。１月１６日付で開催通知を委員の皆様に送付しておりま

すので、委員の皆様におかれましてはご出席の方よろしくお願いいた

します。連絡事項は以上となりますが、最後に事務局を代表いたしま

して福祉保健部長より皆様にご挨拶申し上げます。 

 

■福祉保健部長 

 改めまして、事務局を代表いたしましてご挨拶させていただきま

す。委員の皆様には２年間という任期の中で精力的に会議に臨んでい

ただき、またそれぞれの委員の立場から貴重なご意見を賜りまして、

誠にありがとうございました。障害をお持ちの方の現状について、当

事者の方の声と近い場所で関わる方の声をいただく、本協議会は本市

としても重要な位置付けとしております。本日もご報告いただきまし

たが、本協議会の中では運営会議、相談・くらしの部会、地域移行部

会とそれぞれの活発なご意見を交わされ、また広くそれぞれの部会の
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置かれている現状や課題を整理していただき、その結果を答申という

形でまとめていただき、誠にありがとうございました。委員の皆様に

重ねて感謝を申し上げます。また後日、高野市長の方に答申をいただ

いた後には障害者の福祉行政がしっかり前に進められるよう努めてま

いりたいと考えております。今年度振り返りますと、昨年４月には子

供発達支援センターはばたきが開設され、この開設においても平成３

０年に当協議会から答申をいただいた中で開設まで至っているもので

もございます。名前のはばたきという愛称についても会長に貴重なご

意見をいただきながら愛称をつけさせていただき、これから大切に施

設の方を運営させていただければとも思っております。重ねてそちら

の方も感謝申し上げます。最後になりますが、本日の協議会をもちま

して委員の皆様もそうですし、事務局の職員もこのメンバーで行う第

９期の協議会というのは最後になりますが、今後も本市の障害者の福

祉行政を推進するにあたりましては、それぞれの立場から変わらずご

尽力いただきますよう、重ねてお願い申し上げまして私からの挨拶と

させていただきます。誠にありがとうございました。 

 

■委員 

 最後に１点だけ次期自立支援協議会に提案なのですが、各部会の議

事録を各委員が持ち回りで書いていますが、各母体から選出された委

員や当事者の方が協議や議論に集中出来るように議事録を事務局に担

っていただけると嬉しいです。議事録を書くことに集中して議論、協

議等に集中出来ないということを考えたというところです。以上で

す。 

 

■会長 

 ご検討をよろしくお願いいたします。本当は皆様最後ですので、一言

ずつ頂戴するつもりでいたのですが、その時間がなくなってしまいまし

た。本当に２年間お疲れ様でした。ありがとうございました。これにて、

第３回府中市障害者等地域自立支援協議会会議を終了とさせていただ

きます。ありがとうございました。 


